
 

平成３０年度御嵩町地域づくり人材養成講座 第３回講座開催概要 

 

日  時 平成３１年２月５日（火） １５：００～１６：３０ 

場   所 御嵩町西田自治会集会所 

講   師 岐阜経済大学経済学部経済学科 准教授 菊本 舞 先生 

ファシリテーター 岐阜県コミュニティ診断士 石川 真奈美 氏、川上 さやか 氏、國枝 裕介 氏 

             倉地 幸子 氏、坂本 由貴 氏、髙田 隆司 氏 

受 講 者 １５名 

主 催 者 
岐阜県環境生活部県民生活課 

御嵩町民生部住民環境課 

内  容  「地域活動のこれまで、そして、これからのことを、語り合おう」をテーマにグループワー
クを行いました。 
 
○各グループの主な意見 

Ａグループ 
◎「地域のつながり」を強めていきたい。 

＜現在取り組んでいること＞ 
 ・こどもの見守り、独居老人の見守り 

＜今後＞ 
・地域の人たちが気軽に集えるサロンがあれば、同じ趣味の人が  
集まったり、高齢者が多く集まったりできる。サロンを開催し、  
「地域のつながり」を広げたい。 

・高齢者世帯の日常生活の支援や補助をしたい。 
 
Ｂグループ 
◎「支え愛と助け愛の西田」をつくっていきたい。 

＜課題＞ 
・自治会活動に非協力的な人や会長職等をやりたくないから脱退 

したいという人など、様々な住民がいる。 

・住宅地ではあるが、近所づきあい等お互いを知り合うきっかけ 

がない。 

 

＜今後＞ 

・スポ少など、子どものスポーツは盛んだが、大人向けのクラブはない。大人（特に高齢者）
が参加できるようなスポーツや趣味として楽しめる活動を行いたい。 

・年を重ねれば、何らかの支援が必要になってくる。明日は我が身と考え、地域活動に協力
的になる必要がある。またお互いを知り合うことで、活動が円滑にできるようになる。 

・コーヒーを飲みながら、気楽にお互いを知ることのできるサロンをつくりたい。 
 
Ｃグループ 
◎「みんなが参加する地域」をつくっていきたい。 

＜現在取り組んでいること＞ 
・可児川のクリーン活動。年に１回の全体活動だけでなく、定期  
的に実施している。 

 



＜課題＞ 
・自治会活動に参加するメンバーが高齢化してきており、活動に支障が出てきた。また、な
かなか若い世代が参加してくれない。 
例）櫓を組めず、盆踊り大会が開催できなくなった。 

・老人会が有名無実化しており、寂しい。 
・サロンの参加者が固定化している。 

＜今後＞ 
 ・新たな人にもサロンに参加してもらえるよう、健康麻雀など 

魅力的なプログラムをつくりたい。 
 

○菊本先生コメント 

様々な世代の方や同世代でも元気な方、何らかの支援が必要な方
など、地域には多様な方がいる。まずはお互いを知り合うことが必
要だということを本日の講座を通して共有できたのではないか。こ
の場で終わるのではなく、是非この続きを様々な場で検討していっ
てほしい。 
 
 

 

▲講師の菊本先生 


